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スマートフォン依存傾向に関連する要因
―日常生活に対する主観的評価と自己意識との関連―

三 島 浩 路＊

Factors Related to Smartphone Dependency
―The Relation Between Subjective Evaluation of Daily Life and Self-awareness―

Koji MISHIMA＊

In this study, a questionnaire was administered to approximately 800 high school students to examine
the relationship between respondents’ self-awareness ; their subjective evaluation of aspects of their
daily lives, such as learning activities and relationships with school friends; and their dependency on
smartphones. Their scores on a tendency toward smartphone dependency scale were set as the depend-
ent variable in an analysis. The results showed an interaction between participants’ subjective evalu-
ations of their daily lives and their public self-awareness as well as an interaction between the same sub-
jective evaluations and their private self-awareness. These results suggest that high school students
who have high self-awareness but lack a positive subjective evaluation of their daily lives have a
stronger tendency toward smartphone dependency.
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問 題

スマートフォンの過剰な利用が教育現場などで問
題視されている（e.g.，稲垣・和田・堀田，2016）。こ
うした過剰な利用が進行し，依存状態になった場合，
健康や生活面に及ぼす影響はより大きくなるだけで
なく，依存状態から脱却することも容易ではない（岡
安，2015）。本研究では，スマートフォンの誘因によ
り，時間帯や状況が考慮できないスマートフォンの
利用が進行し，心身の健康や日常生活に悪影響を及
ぼす可能性がある状態を，スマートフォン依存傾向
を示した状態とし，依存傾向に関連する要因につい
て検討する。具体的には，高校生を対象に質問紙によ

る調査を行い，学校での学習活動や友人関係など高
校生の日常生活に対する主観的な評価や自己意識
が，スマートフォンに対する依存傾向と関連するこ
とを検証する。
現実からの逃避が，インターネット依存の誘因に
なることを Kardefelt-Winther（2014）は指摘してい
る。また，Petrova，Efremova，Belovol，＆ Shagur-
ova（2015）は，インターネットやゲームに対する青
少年の依存の原因として，現実生活からの逃避を目
的としていると述べている。Kwon，Chung，＆ Lee
（2011）は韓国の中学生約 1,100人を対象にインター
ネットゲーム依存と逃避傾向や気分等に関する調査
結果を回帰分析し，現実生活に対する逃避傾向がイ
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ンターネットゲーム依存に関係することを示唆する
結果を得た。Zanetta，Zermatten，Billieux，Thorens，
Bondolfi，Zullino，＆ Khazaal（2011）は，オンライ
ン調査により収集したデータを分析し，逃避傾向と
オンラインゲーム依存との関連性を示した。
これらの研究ではインターネットゲーム依存尺度

（IGA）が用いられるなど，インターネット依存に関
する研究で用いられる尺度の種類や調査手法は多様
であるが，現実生活からの逃避とインターネット依
存との関連を示す研究が複数あることから，両者の
間には関連性があると考えられる。また，インター
ネットゲームや SNSなど高校生のインターネット
利用の大部分はスマートフォンを利用して行われて
いることから，現実からの逃避傾向の強さが，高校生
のスマートフォンに対する依存の強さに関連する可
能性は高い。
しかし，現実から逃避したくなるようなネガティ
ブな体験や出来事を，高校生を対象に質問紙で直接
調査した結果，極めて深刻な体験を生徒に想起させ
てしまい，深刻な心理的ダメージを与える危険性が
ある。そこで，本研究においては，こうしたネガティ
ブな体験や出来事を直接尋ねるのではなく，友人関
係や家族関係を中心とした対人関係，さらには学習
活動や課外活動が良好であるかどうかを，高校生が
各自の主観により評価した「日常生活に対する主観
的評価」を用いることとした。高校での学習活動や友
人関係，家庭内の人間関係，部活動などの授業外活動
が良好だと認知している高校生に比べて，良好では
ないと認知している高校生は，そうした状態から逃
避したいという思いが強いと考えられる。そのため，
日常生活に対する主観的評価が良好ではない高校生
は良好な高校生に比べて，スマートフォンに対する
依存傾向を強める可能性が高いことが予想される。
「日常生活に対する主観的評価」が同等であって
も，個人の特性により依存傾向の強さが異なる可能
性もある。本研究では自己意識という個人特性に着
目する。
Duval＆Wicklund（1972）は，自己意識の高さが，

理想とする自己と現実の自己との違いを顕著化し，
自己否定的になる危険性について指摘している。
Fenigstein，Scheier，＆ Buss（1975）は，自己意識
について，彼らが開発した自己意識尺度（Self-
Consciousness Inventory）の分析結果から，自分の

感情や動機など自分自身の内面的な側面に注意を向
けやすい私的自己意識と，自分の外見などの外面的
な側面に注意を向けやすい公的自己意識というふた
つのタイプがあるとした。私的自己意識の高さは，自
分自身の否定的な感情や心身の不調に対する敏感さ
に関連し，公的自己意識の高さは，他者からの評価に
かかわる不安の強さに関連する（Buss，1980）。その
ため，私的自己意識・公的自己意識が高い高校生は，
ネガティブな主観的評価を生じさせるような出来事
に遭遇した場合，否定的な感情や不安をより強め，逃
避傾向を一段と高めた結果，スマートフォンに対す
る依存傾向を一段と強める可能性がある。
本研究ではスマートフォンに対する依存傾向を対
象とするが，日常生活の状況と自己意識を取り上げ
た研究として，Hull（1981）によるアルコール依存研
究がある。Hull＆ Young（1983a）は，私的自己意識
に着目し，アルコール飲酒前の成功体験・失敗体験
と，その後の飲酒量との関連を検討し，私的自己意識
高群についてのみ，成功体験群よりも失敗体験群の
方が多くのワインを飲んだことを報告している。さ
らに，Hull＆ Young（1983b）は，アルコール依存か
らの回復プログラム参加男性 35名を対象に，退院後
のアルコール依存の再発率を調査した結果，私的自
己意識高群に関してのみ，ライフイベントにより再
発率に大きな違いがみられた（ポジティブイベント
群 14% ネガティブイベント群 70%）。以上のこと
から，自分自身に対する意識が強い私的自己意識得
点の高い者が，失敗などのネガティブな出来事を体
験した場合，アルコールを摂取することにより，自分
自身に対する意識を弱めようとする可能性があると
Hull＆ Youngは指摘した。
本研究においては，「日常生活に対する主観的評
価」が低い高校生の中でも，自己意識が高い高校生の
スマートフォンに対する依存傾向が相対的に強いと
いう探索的な仮説を検証する。

方 法

調査対象と時期 A県立 B高等学校に在籍する
全生徒 831人（男子：468人・女子：363人）を対象
に 2018年 6月に調査を実施した。なお，欠損値がな
い 723人（男子：397人・女子 326人）のデータを分
析に用いた 1）。
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質問内容 2）

スマートフォン依存傾向 三島・黒川・大西・吉
武・本庄・橋本・吉田（2016）の携帯電話に対する依
存傾向測定尺度の表現をスマートフォン用に改めた
6項目（a1：家の中でもスマートフォンを肌身離さ
ず持ち歩く。a2：特別な目的がなくてもスマート
フォンを操作する。a3：深夜でもスマートフォンを
操作する。a4：人と話しながら，スマートフォンを操
作する。a5：何時間も続けてスマートフォンを操作
する。a6：スマートフォンに依存していると思う）に
5件法で回答する形式である。
自己意識 菅原（1984）の自意識尺度から私的自意
識因子・公的自意識因子に対する負荷量が大きい
（＞.65）5項目ずつを選び，「私的自己意識」（例：ふ
と，一歩離れた所から自分を眺めてみることがある。
しばしば，自分の心を理解しようとする），「公的自己
意識」（例：自分についてのうわさに関心がある。人
の目に映る自分の姿に心を配る）の合計 10項目に 5
件法で回答する形式である。
日常生活に対する主観的評価 学校における学習
活動・自分を取り巻く人間関係・部活動など学校内
外の授業外活動・生活全般の 4点について，最近
2ヶ月の状況を 5件法（1：極めて良好でない．2：良
好ではない．3：どちらともいえない．4：良好．5：
極めて良好）で回答する形式である。

結 果

尺度得点の構成（Appendix1）
スマートフォン依存傾向 スマートフォン依存傾
向に関する 6項目の回答結果を因子分析（主因子法）
した。初期の固有値の推移（3.57→ 0.71→ 0.56→…）
から 1因子解を採用した。因子に対する負荷量が最
小の項目でも 0.52であり，6項目の α係数が 0.86
であったので，6項目すべての素点平均値をスマー
トフォン依存傾向尺度得点として利用する。
自己意識 自己意識に関する 10項目の回答結果
を因子分析（主因子法・プロマックス回転）した。初
期の固有値の推移（3.86→ 1.69→ 0.93→…）および解
釈可能性の高さから 2因子解を採用した（Table 1）。
「自分が他人にどう思われているのか気になる」「他
人からの評価を考えながら行動する」など公的自己
意識に関連する 5項目が大きな負荷量を示したこと
から，第 1因子を公的自己意識因子とし，第 1因子に

大きな負荷量を示した 5項目の素点平均値を公的自
己意識尺度得点とした。「ふと，一歩離れた所から自
分をながめてみることがある」「他人を見るように自
分をながめてみることがある」など私的自己意識に
関連した 5項目が大きな負荷量を示したことから，
第 2因子を私的自己意識因子とし，第 2因子に大き
な負荷量を示した 5項目の素点平均値を私的自己意
識尺度得点とした。
日常生活に対する主観的評価 「学校における学
習活動」「友人や家族との関係など，自分を取り巻く
人間関係」など日常生活に関連した 4項目の回答結
果を因子分析（主因子法）した。固有値の推移（1.91
→ 0.86→…）から 1因子解を採用した。因子に対する
負荷量が最小の項目の負荷量は 0.39であり，4項目
の α係数は 0.62であった。負荷量・α係数ともに十
分に高い値とは言い難いが許容できる範囲と考え，
この 4項目の素点平均値を主観的評価得点とした。
主観的評価得点の分布をみると（Figure 1），平均
値が 3.58であり，平均値で調査対象者を 2群化した
場合，主観的評価得点 3.0以上の者が 300人ほど低
群に位置づけられてしまう。本研究の目的に照らし
て考えれば，日常生活に主観的な問題を抱えている
者と抱えていない者との比較を行う必要があること
から，平均値で 2群化するのではなく，主観的評価得
点が 3点以上を良好群，3点未満を非良好群として 2
群化した。
スマートフォン依存傾向尺度得点の比較
主観的評価得点・私的自己意識 スマートフォン
依存傾向尺度得点を従属変数，「日常生活に対する主
観的評価」（2水準の固定因子）と私的自己意識尺度
得点を標準化した私的自己意識尺度標準化得点（共
変量）を独立変数とした一般線形モデルによる分析
を行った結果，主観的評価（F（1,719）=4.03，p＜.05，
partialη2=.006）・私的自己意識（F（1,719）=5.45，p

＜.05，partialη2=.008）の主効果，及び，交互作用
（F（1,719）=4.95，p＜.05，partialη2=.007）がみられ
た。主観的評価「良好群」「非良好群」の私的自己意識
尺度得点とスマートフォン依存傾向尺度得点の関係
をみるために，回帰直線と信頼区間を求めた結果

1）著者が所属する大学の研究倫理審査会の承認を得て
本研究を実施した（承認番号：290093-2）。
2）本研究では，IBM SPSS24を分析に利用し，一部のグ

ラフ作成には SAS JMP13を利用した。
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Figure　1　「日常生活に対する主観的評価」得点の人数分布

Table　1　自己意識関連 10 項目の因子分析

内容 第 1因子 第 2因子 共通性
F1：公的自己意識
自分が他人にどう思われているのか気になる .92 － .14 .76
他人からの評価を考えながら行動する .66 .08 .48
自分についてのうわさに関心がある .61 － .01 .37
人前で何かをする時，自分のしぐさや姿が気になる .61 .03 .39
人の目に映る自分の姿に心を配る .48 .24 .39
F2：私的自己意識
ふと，一歩離れた所から自分をながめてみることがある － .11 .75 .51
他人を見るように自分をながめてみることがある .02 .72 .53
つねに，自分自身を見つめる目を忘れないようにしている － .01 .70 .48
しばしば，自分の心を理解しようとする .05 .54 .32
自分がどんな人間か自覚しようと努めている .15 .47 .31

因子寄与 2.79 2.68
第 1 因子との因子間相関 .44

（Figure 2），主観的評価「良好群」と「非良好群」の
スマートフォン依存傾向尺度得点の違いは，私的自
己意識尺度得点が相対的に高い生徒にみられた。そ
こで，私的自己意識尺度得点で生徒を 3群化し，主観
的評価「良好群」「非良好群」のスマートフォン依存傾
向尺度得点の平均値等を求めて比較した（Table 2）。
その結果，私的自己意識高群に関してのみ，「良好群」
と「非良好群」のスマートフォン依存傾向尺度得点に

有意な違いがみられた（t=2.16 df=123，p＜.05）。
主観的評価「良好群」に比べて「非良好群」の方が
スマートフォン依存傾向尺度得点が，私的自己意識
高群に関してのみ有意に高いという結果は，「日常生
活に対する主観的評価」が低い高校生の中でも，私的
自己意識の高い高校生のスマートフォン依存傾向が
強いことを示唆するものである。
主観的評価得点・公的自己意識 スマートフォン
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Figure　2　日常生活に対する主観的評価 2群の私的自己意識尺度得点とスマートフォン依存傾向尺度
得点の関連
（回帰直線と 95%信頼区間）

Table　2　私的自己意識の高低，日常生活に対する主観的評価によるスマート
フォン依存傾向尺度得点の平均値と S.D.

私的自己意識
日常生活に
対する

主観的評価
人数 平均 S.D.

高群（＞平均＋1S.D.） 良好 112 3.00 0.86
非良好  13 3.55 1.01
（全体） 125 3.05 0.89

中群（平均±1S.D.） 良好 441 3.03 0.78
非良好  45 3.14 0.76
（全体） 486 3.04 0.77

低群（＜平均－1S.D.） 良好  97 3.02 0.68
非良好  15 3.02 1.09
（全体） 112 3.02 0.74

（全体） 良好 650 3.02 0.78
非良好  73 3.19 0.89

依存傾向尺度得点を従属変数，「日常生活に対する主
観的評価」（2水準の固定因子）と公的自己意識尺度
得点を標準化した公的自己意識尺度標準化得点（共
変量）を独立変数とした一般線形モデルによる分析
を行った結果，主観的評価（F（1,719）=5.26，p＜.05，
partialη2=.007）・公的自己意識（F（1,719）=34.48，
p＜.001，partialη2=.046）の主効果，及び，交互作用
（F（1,719）=7.24，p＜.01，partialη2=.010）がみられ
た。主観的評価「良好群」「非良好群」の公的自己意識

尺度得点とスマートフォン依存傾向尺度得点の関係
をみるために，回帰直線と信頼区間を求めた結果
（Figure 3），主観的評価「良好群」と「非良好群」の
スマートフォン依存傾向尺度得点の違いは，公的自
己意識尺度得点が相対的に高い生徒にみられた。そ
こで，公的自己意識尺度得点で生徒を 3群化し，主観
的評価「良好群」「非良好群」のスマートフォン依存傾
向尺度得点の平均値等を求めて比較した（Table 3）。
その結果，公的自己意識中群（t=2.06 df=541，p＜.05）
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Figure　3　日常生活に対する主観的評価 2群の公的自己意識尺度得点とスマートフォン依存傾向尺度
得点の関連
（回帰直線と 95%信頼区間）

と高群（t=2.39 df=82，p＜.05）で，「良好群」と「非
良好群」のスマートフォン依存傾向尺度得点に有意
な違いがみられた。
主観的評価「良好群」に比べて「非良好群」の方が
スマートフォン依存傾向尺度得点が，公的自己意識
高群・中群に関してのみ有意に高いという結果は，
「日常生活に対する主観的評価」が低い高校生の中に
おいて，公的自己意識の高さがスマートフォン依存
傾向の強さと関連することを示唆するものである。

考 察

「日常生活に対する主観的評価」を低くするような
出来事はストレスフルな出来事であり，ストレスフ
ルな出来事とインターネット依存との関連について
は先行研究で報告されている（e.g.，Li，Wang，＆
Wang，2009； Yan，Li，Sui，2014）。そうした出来
事とスマートフォン依存との関連性には自己意識と
いう個人特性が介在する可能性があることを本研究
の結果は示唆した。具体的には，「日常生活に対する
主観的評価」が低い高校生の中において，私的自己意
識や公的自己意識の高さが，スマートフォン依存傾
向の強さと関連することが示唆された。
本研究においては，自己意識に関する Buss（1980）
の主張を取り入れ，私的自己意識の高さが自分自身

の否定的な感情や心身の不調に対する敏感さに関連
し，公的自己意識の高さが他者からの評価にかかわ
る不安の強さに関連すると考えた。そして，こうした
自己意識の高い高校生が，学習活動や友人関係など
日常生活に対する主観的評価を低くするような出来
事に遭遇した場合，自己意識の低い高校生に比べて
不安などの否定的な感情をより強くもち，日常生活
という現実に関連して生じる否定的な感情の強さ
が，現実からインターネットへの逃避傾向を生じさ
せた結果，スマートフォン依存傾向を強めるという
プロセスを想定した。
日本の高校生約 13,000人を対象に行った調査の
結果によれば，インターネットへの逃避が潜在的イ
ンターネット依存傾向に影響することを示唆してお
り（大野，2016），現実からの逃避がスマートフォン
に対する依存傾向を強めるという本研究の想定を傍
証している。しかし，スマートフォンを介したイン
ターネットへの逃避が，どの程度行われたのかを測
定する項目を，本研究では設けておらず，公的自己意
識・私的自己意識の高さや，「日常生活に対する主観
的評価」が，現実からの逃避という要因に影響を与え
たかどうかを明らかにすることができなかった。そ
のため，現実からインターネットへの逃避が，スマー
トフォン依存傾向を強めることに介在したのかどう
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Table　3　公的自己意識の高低，日常生活に対する主観的評価によるスマート
フォン依存傾向尺度得点の平均値と S.D.

公的自己意識
日常生活に
対する

主観的評価
人数 平均 S.D.

高群（＞平均＋1S.D.） 良好  76 3.22 0.81
非良好  8 3.94 0.73
（全体）  84 3.29 0.83

中群（平均±1S.D.） 良好 493 3.03 0.74
非良好  50 3.25 0.81
（全体） 543 3.05 0.75

低群（＜平均－1S.D.） 良好  81 2.80 0.91
非良好  15 2.58 0.86
（全体）  96 2.77 0.90

（全体） 良好 650 3.02 0.78
非良好  73 3.19 0.89

かを明らかにすることもできていない。今後，日常生
活に対する逃避傾向を測定する項目を加えた調査を
行い，自己意識や「日常生活に対する主観的評価」が，
逃避傾向の強さに影響を与えるのかどうかなどにつ
いて検証する必要がある。さらに，現実からインター
ネットへの逃避というプロセスに沿って考えた場
合，現実生活の中で生じたネガティブな出来事を測
定し，その強度を数量化した値を用いて，インター
ネット依存傾向との関連を分析する方法が望まし
い。しかし，本研究では，倫理的な配慮からネガティ
ブな体験や出来事を直接測定しておらず，ネガティ
ブな体験や出来事が逃避傾向を強めたことにより，
依存傾向を強めたのかどうかを明確にできなかった
点に本研究の限界がある。
本研究では，スマートフォン依存傾向について，1

因子 6項目による調査を行った。スマートフォン依
存を測定する尺度として，1因子構造を採用してい
る 尺 度 も あ る が（Csibi，Griffiths，Cook，De-
metrovics，＆ Szabo，2017），スマートフォン依存や
スマートフォン依存と関連が強いインターネット依
存の尺度の中には複数の因子により構成されている
尺度もある（e.g.，Lin，Pan，Lin，＆ Chen，2017；
Lortie＆ Guitton，2013）。複数の因子でスマートフォ
ン依存を測定する SAS（Smartphone Addiction
Scale（Kwon，Lee，Won，Park，Min，Hahn，Gu，
Choi，＆ Kim，2013））は 6因子により構成され，
SPAI（smartphone addiction inventory（Lin，Chang，
Lee，Tseng，Kuo，＆ Chen，2014））は 4因子によ

り構成され，国内で戸田・西尾・竹下（2015）が開発
したスマートフォン依存尺度は 3つの下位尺度から
構成されているなど，スマートフォン依存を測定す
る尺度に関しても，定義や測定方法が異なる多様な
尺度が存在する。これら多様な尺度や定義を整理し，
本研究で用いた項目で測定できたスマートフォン依
存に関連する側面と測定できなかった側面を区分し
て，測定できなかったスマートフォン依存に関連す
る側面に関しても，本研究と同様の結果が得られる
のかどうかを検証することも今後の課題である。
さらに，スマートフォンで利用するアプリの種類
によっても，自己意識や「日常生活に対する主観的評
価」の影響が異なる可能性もある。たとえば，公的自
己意識が高く他者の目を強く意識しやすい人は，積
極的な自己提示行動か，防衛的・逃避的行動を取り
やすいことを示唆する調査結果を菅原（1984）は得て
おり，公的自己意識の高い高校生が，SNS上のコ
ミュニティーで積極的な自己提示を行う可能性があ
る。柴田・菅（2012）は大学生を対象にした調査結果
から，公的自己意識との関連が想像される「被評価意
識・対人緊張」と，携帯電話のメール機能にかかわる
依存傾向との間に有意な相関関係があることを報告
しており，公的自己意識の高い高校生が SNS上のコ
ミュニティーで積極的な自己提示を行い SNSを頻
繁に利用したことが，スマートフォンの長時間利用
となり依存傾向の強さという結果となった可能性も
ある。
このようなプロセスで生じるスマートフォン依存
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は，LINE等のコミュニケーション系アプリに関連
した依存であるが，スマートフォン上で行うゲーム
への依存に関しては，現実の自分自身からの逃避
（Weinstein，Feder，Rosenberg，＆ Dannon，2014）
以外に，ゲームに勝利し賞賛を得たいという欲求な
どが関与している可能性がある。さらに，動画・写真
投稿などに関連したスマートフォン上のアプリに依
存するプロセスについては，承認欲求の充足など，コ
ミュニケーション系アプリとは異なるプロセスや要
因が介在している可能性もある。そのため，スマート
フォンに対する依存傾向を研究する際には，コミュ
ニケーション系・ゲーム系などアプリの特性に応じ
た分析も行う必要がある。
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